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地震を想定の災害対策本部を

全
市
に
整
備
約
束—

防
災
無
線
放
送

下 村 一 郎 議員

質
　
問

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は「
東
海
・

東
南
海
地
震
も
豪
雨
も
い
つ
来

る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
心
配
だ
。

万
一
の
場
合
、
市
か
ら
連
絡
し
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
心
配
の

声
が
聞
か
れ
る
。

　

最
近
の
豪
雨
は
、
亜
熱
帯
型
と

言
わ
れ
、
従
来
は
1
時
間
に
30
ミ

リ
を
超
え
た
場
合
は
災
害
が
起
き

る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
先
日
の

静
岡
の
豪
雨
で
は
3
時
間
で
170
ミ

リ
と
、
す
ご
い
も
の
だ
っ
た
。
最

近
の
豪
雨
は
、
一
瞬
の
間
に
災
害

が
起
き
て
い
る
。こ
の
地
域
で
も
、

過
去
に
東
海
豪
雨
、
愛
西
市
で
も

目
比
川
の
決
壊
と
大
き
な
被
害
が

質
　
問

　

豪
雨
の
場
合
は
本
庁
舎
で
も
良

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
震
の
場

合
は
、
使
い
物
に
な
ら
な
い
。

　

地
震
対
策
を
想
定
し
た
災
害
対

策
本
部
の
場
所
の
決
定
は
重
要
。

　

直
ち
に
検
討
す
る
べ
き
だ
。

総
務
部
長

　

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
絡
と

い
う
こ
と
も
考
え
進
め
て
い
く
。

質
　
問

　

愛
西
市
内
で
市
民
が
よ
く
集

ま
っ
た
り
利
用
し
た
り
、
暮
ら
し

た
り
し
て
い
る
施
設
の
耐
震
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

　

14
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
う
ち
、

13
園
の
耐
震
診
断
は
済
ん
で
い
る

が
、
1
園
は
耐
震
診
断
す
ら
さ
れ

て
い
な
い
。

　

老
人
関
係
施
設
関
係
は
、
4
施

設
中
3
施
設
は
ク
リ
ア
し
て
い
る

が
、
1
施
設
は
診
断
を
含
め
未
実

施
。
大
型
ス
ー
パ
ー
は
全
O
K
。

農
協
・
銀
行
・
郵
便
局
は
昭
和
56

年
度
以
前
の
建
物
に
つ
い
て
は
、

建
て
か
え
計
画
が
あ
る
。

出
た
。
地
震
で
は
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
は
い
つ
来
る
か
も

わ
か
ら
な
い
。

　

万
一
の
災
害
の
際
、
市
民
の
命

を
守
る
こ
と
が
最
大
の
問
題
。　

　

何
よ
り
も
大
事
な
こ
と
は
、
災

害
情
報
が
、
一
刻
も
早
く
市
民
に

伝
わ
る
こ
と
。目
比
川
の
決
壊
で
、

佐
織
地
区
に
は
防
災
無
線
が
で
き

た
が
、
残
り
の
地
域
へ
の
防
災
無

線
の
整
備
は
緊
急
の
課
題
。

　

正
面
か
ら
情
報
伝
達
の
重
要
性

を
認
識
し
、
緊
急
に
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長

　

同
報
無
線
は
、
有
効
な
手
段
だ

と
考
え
、
新
し
い
統
合
庁
舎
の
完

成
に
向
け
て
、
そ
れ
に
間
に
合
う

よ
う
に
残
り
の
3
地
区
の
同
報
無

線
を
整
備
し
た
い
。

質
　
問

　

次
に
災
害
対
策
本
部
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
。

　

水
害
や
地
震
な
ど
の
場
合
、
一

番
大
事
な
こ
と
は
、
災
害
対
策
本

部
が
機
能
す
る
こ
と
で
あ
る
。
市

役
所
は
耐
震
補
強
も
せ
ず
、
震
度

6
以
上
で
崩
壊
す
る
。

副
市
長

　

市
庁
舎
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
材
料

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
耐
震
補
強
と
同
時
に
工
事
を

す
る
と
、
仕
事
を
し
つ
つ
改
修
工

事
は
と
て
も
で
き
な
い
。




